












貴方もおググりになられてはいかがかしら
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ChatGPTで授業準備、採点は新しいステージへ！AIを活用した教師の業務革新（2024）











      

生成AIの基礎知識　〜AI時代の新常識〜











      

無料でGPT-4を使え！ – 君たちはどうジピるか











      

教師向けFAQ：OpenAIによるChatGPT解説【日本語訳と解説】







      








PDFに音声や動画をリンクして、らくらく授業準備！
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👉教師のためのChatGPTプロンプト集を入手







「教師のためのChatGPTガイド」好評発売中！





        


教師の皆さんこんにちは！🐪
GoogleスライドやPowerPointで授業をしていますか？音声や動画を1箇所にまとめたくて、教科書を切り貼りして、スライドを作っていますか？その手間、不要です。教科書がPDFなら、音声や動画を直接PDFに埋め込んでしまえばいいのです！無料で簡単にできますよ。ちぇけらぅ。

このブログの今月のサポーターの皆さんにお礼を申し上げます：
Li02380さん、Amiさん、Cocoさん、ゴンタ＝ミチさん、ナゾの冒険家さん、ヒロパンマンさん、びびあんさん、ミニヤンさん、ありがとうございます！🎉

らいけんを応援する
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Foxit PDF Readerを入手する

言いたいことは以上です。リンクここに置いときますね。じゃ。

PDF Software Free Download | Foxit Software

…もうこれで話を終わりにしてもいいのですが、もう少しだけ説明しますね。

Foxit製品は名前が紛らわしいので注意

無料版は”Foxit PDF Reader”です。EditorでもProでもないし、Phantomなんちゃらとかでもありません。注意しましょう。

Foxit PDF Readerを使ってPDFに音声をリンクする

音声や動画をPDFに「埋め込む」のではなく、あくまでも「リンク」です。PDFに埋め込まれるのは、外部のファイルを呼び出すためのリンク情報だけです。ファイル内の巻末のページへのリンクなんかも同様の手順で埋め込めます。教科書内を行ったり来たりする手間も省けます。

リンクツールを選ぶ





リンクしたい箇所をドラッグ





リンク作成画面で設定する

この設定画面の上半分はリンクの見た目なので、触らなくても問題ありません。

下半分の「行き先」設定が重要で、PDF内の別ページに飛ぶなら “Go to a page view”、音声や動画を再生したければ “Open / execute a file” を選び、Next… ボタンで次に進みます。





この後、特定のページへのリンクなら実際にそのページを開いてリンクを確定します。





ファイルへのリンクは実際に再生したい音声や動画のファイルを選択すればリンクの設定は完了です。

PDFファイルを保存する

PDFにリンクを追加したということはPDFファイルを編集したことになるので、保存が必要です。Ctrl-S（Macは⌘S）でファイルを上書き保存しましょう。

リンクを開く

では、リンクを使ってみましょう。初期設定のままならば、以下のようにオレンジ色の四角形でリンクが表示されているはずです。手のひらツールを選択してから、リンクをクリックしてみましょう。





初回は以下のような警告が出るはずですが、気にせずファイルを開きましょう。





例えばMP3形式のファイルなら、いつもパソコンでそのファイルを開くと起動するアプリが立ち上がって、再生が始まります。起動するアプリを変えたい時はFoxit PDF Readerではなく、OS側の設定を変更しましょう。

画面共有する時は「スクリーン全体」を共有する

この方法だと、Foxit PDF Readerで授業をしながら、随所でオーディオやビデオを表示することになります。つまり複数のアプリを切り替えて使うので、オンライン授業で画面共有する時は「スクリーン全体」を共有するようにしましょう。

参考文献

実はFoxit PDF Readerでは動画や音声の埋め込み方法が2つあります。本稿ではそのうちのLinkを使う方法だけを紹介しました。筆者はいろいろな理由からもう1つのEmbed方式はおすすめしませんが、このYouTubeでは両方のやり方について、丁寧に説明してくれています。







Add Audio to pdf document – Using FREE Foxit Reader – YouTube





			ワークショップ「君たちはどうジピるか」の録画が公開！

大変ご好評を頂いたJLEMENA2024特別ワークショップの録画とスライドが一般公開されました！🎉

シンポジウム後 #JLEMENA2024 と #君たちはどうジピるか のハッシュタグが賑わっています。ぜひご感想や質問をハッシュタグ付きでTwitter/Xでお寄せ下さい。




AIの進化は恐ろしく速いので、すぐに古くなってしまう「今が旬」の情報が多いです。ワークショップに参加した方もされなかった方も、ぜひお早めにご覧ください。

スライドも公開！







ワークショップでご紹介した事例やAIサービスへのリンクがたくさんありますので、こちらもぜひご活用ください。

「君たちはどうジピるか – AIと教育の最前線」スライド

スライドはCC BY-ND 4.0ライセンスで公開しています。クレジット表示と改変禁止の条件を守れば、自由に引用や再配布が可能です。








			おわりに

今回のほぼ週刊ググレカスは以上です。いかがでしたか。もし質問があればコメント欄やTwitterでどうぞ。もっとこういう記事を読みたいと思ってくださった方は、ぜひニュースレターにご登録下さい。








👉教師のためのChatGPTプロンプト集を入手

			らいけんを応援する！

筆者のらいけんと申します。もしこの記事を気に入って頂けたら、コーヒーなんかをおごってくださると本当に励みになります！ >>らいけんにアマゾンギフト券で投げ銭する（受取人Eメールは laiken.blademan+ggrks@gmail.com です）

らいけんの欲しい物リストをアマゾンで見る
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らいけんをフォローする
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        #ほぼ週刊ググレカス  


読書嫌いでも夢中になる、中高生にも大人にもおすすめの本10冊    


人生にとって非常に大事なのに、なぜか学校では教えてもらえないことの多くは実は、図書室で簡単に手に入ります。まさに灯台もと暗し。中高生はもちろん、大人にもぜひ読んで欲しい、繰り返し読みたくなる10冊を選びました。    










        #ほぼ週刊ググレカス  


AIと教育の未来    


AI（人工知能）は、教育分野において革命的な変化をもたらす可能性を秘めています。AIは、学習と教育の方法を革新し、個々の学習者のニーズに合わせたカスタマイズされた教育内容と体験を提供し、教育者の意思決定をリアルタイムで支援することができます。しかし、急速に発展する技術は、多くのリスクや課題をもたらし、政策論争や規制枠組みに追いついていません。本記事では、AIの教育への応用に関する最新の動向と事例を紹介し、AIの教育への貢献と課題について考察します。    










        #ほぼ週刊ググレカス  


無料VPNは安全ではない？海外サイトを利用できるおすすめVPN    


「海外から日本のドラマが見たい」とか「日本で海外むけの動画を見たい」ならVPNを使おう、という話題をよく見聞きしますが、そもそもVPNとは何なのでしょう？今回は、VPNの概要とおすすめVPNサービスについてまとめました。    










        #ほぼ週刊ググレカス  


「コンピュータができる」とはどういうことか？    


この文章は、いま私が教えている大学が抱える問題について指摘し、対策を提案したものです。同時に、これまでにコンピュータについて体系的な教育を受けたことがないまま大人になってしまった世代にとって必要なこととは何なのか？という視点で読んでも得るものがあるかもれしれません。    
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YouTube再生速度の限界を突破するChrome拡張機能    


YouTubeって2倍速までしかできませんよね？でも、ながーい講義動画とか、映画のあの面白いシーンどこだったっけ、と頭出ししたい時とかに、もっと速く再生したい時もありますよね。そんな時に役立つChrome拡張機能のご紹介です。    










        #ほぼ週刊ググレカス  


ChatGPTで授業準備、採点は新しいステージへ！AIを活用した教師の業務革新（2024）    


教員として、授業の準備や採点はとても大変な作業です。そこで今回は、ChatGPTを活用した授業準備や採点の効率化について紹介します。ChatGPTは、人工知能を搭載したチャットボットです。このツールを使うことで、授業準備や採点をスムーズかつ効率的に行うことができます。今回の記事では、実際にChatGPTを使った授業準備や採点の方法をご紹介します。是非、ご活用ください。    
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Google上級へのとびら：「Google認定教育者レベル2」を取得して、より高度な専門知識と技術統合のスキルを証明しよう







1文字も打ち込まずに「まるごと」語彙インデックスからQuizlet問題を作成する
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